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イベント概要 

 

[企業名]  AGC 株式会社 

 

[企業 ID]  5201 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント名]  ESG 説明会 
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[時間]   16:00 – 16:50 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2 名 

執行役員 経営企画本部 サステナビリティ推進部長 

玉城 和美 （以下、玉城） 

広報・IR 部長 

小川 知香子（以下、小川）  



 
 

登壇 

 

小川：ただ今より AGC 株式会社、ESG 説明会を開始いたします。本日司会を務めます、広報・IR

部の小川でございます。よろしくお願いいたします。 

本日の出席者をご紹介いたします。経営企画本部サステナビリティ推進部長、玉城和美でございま

す。 

はじめに玉城より、サステナビリティ経営の推進に関してご説明し、その後、質疑応答とさせてい

ただきます。終了は 17 時ちょうどを予定しておりますので、ご協力をお願いいたします。 

それでは玉城さん、お願いいたします。 

 

玉城：AGC の玉城と申します。よろしくお願いします。本日は AGC グループのサステナビリティ

経営について、ここにお示ししましたとおり、長期経営戦略、私たちが創出する社会的価値、その

中から Blue planet、社会的価値創出の実効性を高める取り組みをご紹介いたします。 



 
 

 

まず、AGC グループの長期経営戦略、2030 年のありたい姿についてです。AGC グループは、

2030 年のありたい姿として、独自の素材・ソリューションの提供を通じて、サステナブルな社会

の実現に貢献するとともに、継続的に成長・進化するエクセレントカンパニーでありたいと考えて

います。 

AGC グループは、事業ポートフォリオ変革とサステナビリティ経営を進める中で、社会的価値を

創出することを通じて、経済的価値を獲得し、企業価値を向上させ、さらに再投資する。このスパ

イラルを回すことで、2030 年のありたい姿に近づけていきたいと考えています。 



 
 

 

三つの社会的価値の創出についてです。今年スタートした中期経営計画、AGC plus-2026 では、

AGC グループが製品や技術で世の中に提供していきたい社会的価値を三つに定義しました。 

Blue planet、持続可能な地球環境の実現。Innovation、革新的な未来社会の創造。Well-being、安

心安全な暮らしへの貢献。本日はこの三つのうち、Blue planet、原料の調達からお客様の使用に

至るまでの環境負荷を低減することで、全ての生命がよりどころとする地球の持続可能性に貢献す

る、私たちの取り組みを中心にご紹介いたします。 



 
 

 

Blue planet、持続可能な地球環境の実現。まずは、気候変動問題への対応からご説明いたしま

す。 

当社は 2050 年にカーボン・ネットゼロを目指し、そのマイルストーンとして 2030 年に GHG 排

出量、Scope1+2、それから Scope3 を 19 年比 30%削減し、また Scope1 と 2 の売上高原単位を

19 年比 50%削減する目標を設定いたしました。 

 



 
 

Scope1+2 の 2023 年実績は、19 年比 14%減、売上高原単位は 34%減となり、計画どおりに削減

が進んでおります。最も削減に貢献したのは事業ポートフォリオ変革によるもので、再生可能エネ

ルギーへの転換や、省エネ施策による効果も寄与しております。 

2030 年のマイルストーンの達成に向けて、ガラス溶解プロセスの技術革新、クロールアルカリ事

業における電力源の再生可能エネルギーへの転換、自家発電設備でのバイオマス燃料の活用などに

取り組んでいきます。 

 

Scope1+2 の GHG 排出量の 4 割を占めるフロートガラス溶解窯での削減については、技術ロード

マップを置いています。これまで重油から天然ガスへの燃料転換、電気ブースターの導入、クリー

ン燃料導入の実証実験や、カレットリサイクルの拡大検討などに取り組んできました。 

2030 年までの中期的な取り組みとしては、電力の GHG 排出計数がほかの地域に比べて低い欧米

では、電化を積極的に進めていきます。日本を含むアジアでは省エネ策を加速させます。長期的に

は電化を中心として、クリーン燃料の利用、カレットリサイクルや排出するカーボンのリサイクル

などを組み合わせる計画です。 



 
 

 

この具体的な内容は、事業を横断した CTO 直轄プロジェクトの中で実装戦略を練っている最中で

す。建築用、自動車用、ディスプレイ用のフロートガラス溶解窯の燃料転換や原料溶解方式の検

討、設備仕様などの技術検証、各国のエネルギー価格や炭素コストなどの経済コスト、カレット利

用時の技術、調達視点での課題、お客様からの要請動向など様々な要素を考慮し、AGC グループ

にとって最適な技術実装戦略を策定していきます。 

 



 
 

技術検証の一つとして取り組んでいるのが、クリーン燃料への転換です。2023 年にはガラス溶解

窯での燃料として、アンモニアや水素を利用する実証実験を実施し、成功させました。 

 

またサンゴバン社と協働して、ガラス製造プロセスでの脱炭素化に向けた共同開発も開始しまし

た。これは欧州連合のイノベーション基金から、資金提供を受けて行っているものです。空気燃焼

から酸素燃焼方式へ、電気溶融の 50%導入、原料としてガラスカレットを最大 100%使用する実証

実験です。この実証実験では Scope1 と Scope3 のそれぞれの排出量を 75%削減できると試算して

います。 



 
 

 

続きまして、再生可能エネルギー由来電力の導入状況です。2023 年は化学品事業のインドネシア

拠点で、再エネ証書の購入を拡大したことにより、再エネ導入率が前年に比べて大幅に拡大しまし

た。電力使用量の 7%に匹敵します。 

そのほかの拠点でも、PPA の導入や証書購入を増やしていく計画です。 

 



 
 

続いて、Scope3 の GHG 排出の状況です。地球温暖化係数の低い代替フロン製品への販売切替え

や、サプライヤーエンゲージメント活動によって、2023 年は 19 年比 41%削減することができま

した。 

2030 年までには売上高増による Scope3 の増加も予想されますが、19 年比 30%削減の目標達成は

可能だと見ております。 

 

この Scope3 の削減を進めるため、サプライヤーエンゲージメント活動も年々強化してきました。

Scope3 のカテゴリ 1、購入した製品、サービスの排出量に占めるご協力いただくサプライヤーの

割合を、70%まで拡大させる計画です。 

当社欧州での Scope3 の削減計画は既に策定済みで、日本、アジアでも策定段階にあります。サプ

ライヤー各社様との対話で用いる排出量原単位は、産業平均ではなく、個社の状況に合わせてきめ

細かく対話しながら活動を行う予定でおります。 



 
 

 

ここからは、AGC グループの製品をご使用いただく場面で、環境負荷低減に貢献できるものにつ

いてご紹介していきます。 

欧州委員会は 2030 年までに、欧州の GHG 排出を 1990 年比、少なくとも 55%削減する目標を設

定しています。GHG 排出量のうち約 36%が建築物からの排出であり、建築物のエネルギー消費効

率、断熱性の向上が非常に重要となります。 

 



 
 

建築物の冷暖房効率を上げるために、AGC グループでは高機能窓ガラスを長年にわたって開発、

販売してきました。これは GHG 排出量削減に貢献するものです。最も断熱性能の高い Low-E ト

リプルガラスは、1 枚のガラスに比較して、移動する熱量を 9 割削減することができます。 

 

欧州では建築物のエネルギー性能評価制度のもとで、エネルギー効率の悪い建物に改修義務が課さ

れたり、改修への補助金給付や金利優遇策が実施されております。日本では、省エネ性能表示が努

力義務になりました。先進的窓リノベ補助金として、2023 年度は 1,000 億円の補正予算が充てら

れ、今年 24 年度は 1,350 億円に拡大されて、継続実施されています。 

欧州の GHG 排出削減目標も道半ばの状況であることや、各国政府が GHG 排出削減を推進してい

ることを考慮すると、今後も高機能窓ガラスの需要は堅調であると予想しております。 



 
 

 

また、再生可能エネルギーとしての太陽光発電が拡大しておりますが、都市部での太陽光発電パネ

ルの設置場所の確保が課題となりつつあります。窓などで発電できる建材一体型太陽光発電ガラス

が、設置場所の制約解消に貢献すると考えております。 

 



 
 

建築物だけでなく自動車分野でも、高機能ガラスが環境負荷低減に貢献するものと予測していま

す。電気自動車 EV や、燃料電池車 FCV の市場拡大とともに、エアコン負荷を低減し、燃費向上

と GHG 排出量を削減する Low-E ガラスの搭載も増える見込みです。 

これは環境面だけでなく、乗車時の快適性も上がります。調光ガラス、パノラマサンルーフは快適

性と解放感ある車内空間の実現に。静かで快適な車内空間をもたらす、遮音ガラスの搭載なども増

えると見ております。 

 

燃料電池車も含め、水素の需要拡大に関連した製造機器、設備の拡大も予想されます。燃料電池向

けで圧倒的ナンバーワンポジションを確立している、電解質ポリマー製造で培った技術や、クロー

ルアルカリ電解向けのイオン交換膜技術を集結して、世界トップの効率性、安全性能の高い水電解

向けフッ素系イオン交換膜の供給を拡大していきます。この増産のために、2026 年 6 月の稼働を

目指して、北九州事業所で設備の新設を今年 1 月に決定いたしました。 



 
 

 

エアコンや冷凍機器に使用される冷媒や溶剤の、環境対応型製品の市場拡大も見込まれます。当社

では地球温暖化係数 GWP が、従来品に比べて 1,000 分の 1 以下のターボ式冷凍機用冷媒、1,400

分の 1 以下のカーエアコン用新冷媒を開発して、従来品からの販売切替えを進めています。 

その効果として、当社の GHG 排出、Scope3 が減少していることは、先ほどもご紹介いたしまし

た。こういった GWP の小さい冷媒市場は、2030 年頃には 22 年の約 2.2 倍に拡大すると試算して

います。家庭用や店舗、ビル、空調用の冷媒も現在開発中です。 



 
 

 

こういった気候変動に対応するため、2024 年から 2026 年までの 3 年間で、GHG 排出削減に貢献

する製品の拡販のために 300 億円以上、自社での排出削減を目的として 500 億円以上、合計 800

億円以上を投じる計画です。気候変動に関する機会獲得とリスク低減の両面から、しっかりと取り

組んでいきます。 

 



 
 

続いて、資源の有効利用についてご紹介します。再生資源の活用を進め、天然資源由来の原料、言

い換えれば自然資本の使用を節約、減らす努力もしております。製品設計や製造プロセスの設計か

ら、原材料調達、製造、製品の使用、回収、リサイクルまで、全フェーズでの資源循環の仕組みを

整えていきます。 

 

まずは、カレットリサイクルについてです。使用済みガラスが廃棄された後は、埋立処分されるこ

とがほとんどです。埋立処分するのではなく原料としてリサイクルすること、リサイクル率を上げ

ることを目指して、活動を進めています。 

ガラスカレットはバージン原料、天然原料よりも溶けやすいため、バージン原料の代わりにカレッ

トを使用すると、製造時の原料溶解エネルギーを抑えることができます。これは当社の Scope1 と

2 の削減につながります。 

カレット 1 トンは天然原料、バージン原料を約 1.2 トン減らすことになります。また、資源の採掘

や精製、輸送時に発生する GHG 排出、つまり Scope3 の発生も抑えられ、Scope1 から 3 まで合

計すると、１トンのカレットリサイクルによって GHG 排出を 0.5 から 0.7 トン削減することにな

ります。 

カレットリサイクルを進めることは、GHG 排出の削減、自然資本の保全、廃棄物の削減、埋立処

分場の延命など、多方面で社会的意義のある取り組みです。 

⇒バージン原料（天然原料）とする。もしくは（天然原料）を消す。 



 
 

 

AGC グループでは、製造工場内で発生するカレットリサイクルには、長年取り組んできました。

窓ガラスなどの製品として利用された後のリサイクルには、少しずつですが取り組みも進み始めて

います。複数の大手ゼネコンなど、多様なビジネスパートナーと連携して、ビルの解体時に発生す

る廃棄ガラスのリサイクル実験も始めています。 

ブリュッセルでは大型ビルから 130 トンの廃棄ガラスを回収して、ローカーボングラスとして再

利用する予定です。 

最近ではセブン-イレブン様と協業して、店舗で使用されていた廃棄棚板ガラスを回収して、新た

な板ガラス製品に再生した後に、またセブンｰイレブン様の店舗でご使用いただく資源循環に成功

いたしました。今後も、このような資源循環を展開する予定です。 



 
 

 

2030 年代後半になると大量廃棄が予想される、太陽光パネルのリサイクルも重要な課題です。パ

ネル部材を分離して素材を選別し、カバーガラスもリサイクルして、フロート板ガラスに再生する

実証実験にも成功しております。 

 



 
 

ガラスだけではなく、フッ素製品のリサイクルについてもご紹介します。AGC グループでは 1997

年からフルオロカーボン類を回収して、破壊プロセスを経て得られたフッ化カルシウムを原料とし

て再利用する、ケミカルリサイクルに取り組んでいます。 

今後は半導体製造に使用されるフッ素樹脂など対象分野を広げ、マテリアルリサイクルにも取り組

んでいきたいと考えております。 

 

資源を有効に利用し、GHG 排出削減にも貢献する製品例を、ここに示しました。長寿命、廃棄物

削減、リサイクルのしやすさ、植物由来の副産物の利用といった観点での製品拡販に取り組んでお

ります。 



 
 

 

環境やエネルギー分野に貢献する製品の売上高は、2023 年、グループ全体の売上高の 1 割強、

2,260 億円、営業利益は約 170 億円になりました。今後も市場拡大の機会を捉えて、26 年には売

上高で 2,890 億円、営業利益 380 億円を目指します。 

 

最後に、三つの社会的価値の創出の実効性を高める取り組みについて、ご説明いたします。 



 
 

本日冒頭でご説明しましたとおり、AGC グループは三つの社会的価値の創出を通じて、経済的価

値を追求し企業価値を向上させていく、価値創出のスパイラルを回していきます。 

 

この社会的価値創出の実効性を高めるために、経営会議と同等の位置づけとして、サステナビリテ

ィ委員会を置き、CXO と全部門長が出席する委員会を年に 4 回、開催しています。そして年に 2

回は、この活動内容を取締役会で報告し、都度アドバイスを頂いております。 

2023 年には GHG 排出削減に関する事項、人権課題への取り組みなどについて議論いたしまし

た。 



 
 

 

また、サステナビリティ委員会の傘下に環境対応会議を設置して、グローバル、かつ事業を横断し

て GHG 排出削減に限定せず、環境全般について議論できる体制も整えて、活動しています。 

 

2022 年から AGC グループとして、インターナルカーボンプラインシング制度を導入しておりま

す。今年はじめに開催したサステナビリティ委員会では、この ICP 制度を見直すことにいたしまし

た。 



 
 

開始当時 2022 年は単一価格を設定しておりましたが、当社グループの進出地域ごとに時間軸も加

えた予測値を、投資判断時の炭素コストとして設定することにいたしました。GHG 排出の抑制と

いう社会的価値と、炭素コスト負担という経済的価値の両面を踏まえて、投資案件や投資タイミン

グの判断ができるようになります。 

 

今年から始まった中期経営計画では、社会的価値の創出状況を確認するために、サステナビリティ

KPI を設定いたしました。持続的な成長状況を確認するために、こういった指標でモニタリングし

てまいります。 



 
 

 

また役員報酬の評価指標にサステナビリティ KPI の一部を非財務指標として反映しております。

中期経営計画期間を対象として、中長期的な企業価値向上、中計達成のインセンティブとなる株式

報酬の評価指標のうち、20%分を非財務指標、具体的には GHG 排出量売上高原単位と従業員エン

ゲージメントスコアを組み込みました。 

サステナビリティ経営、社会的価値創出の実効性を高めるために、これまで紹介したような体制、

そして役員報酬制度などを整備しております。 

社会的責務を果たしながら、社会的価値ある製品を提供し続け、経済的価値を獲得し、そして企業

価値向上のスパイラルを回し続けていけるよう、取り組んでまいります。 

ご説明は以上となります。ありがとうございました。 

［了］ 


